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　　　　黄道光を見る
　當地でに・獣帯光［t三月四月の’F？1：it
鮮明に観測されます，ユ比の頃1工金星ゐ9包
んで，すつオ中天までのびて見えます，
最高黒占に日没後に黄昏の光も消えて・星
のi姿が鮮明に見えて來る頃，當地の時刻
に於て午後入時頃，殆んご子午線から西
までの三分の一までも及びます。つまり
西から子午線まで測った三分の二位伸び
て輝き・ます．　二月頃力，らミ口々鮮力藩さズPゴ出
して來ます・三年理財から興味奄置いて
それな見て居りましナこ・當地匡地上の空
夢が駆馳な故だらうS一思ひます．一年中
甥測の出來ないの先づ秋の宵ご春の曙S
です・つまり黄遣（黄道が張り出しナこ曲
線の野上）ぜ地球ご，太陽ミの三略を蓮
ねた三角の頂黒占が鏡い程よく見えて鈍角
になる亡見えないので地球から見た畦に
に蓮日勤の側が魏測に滴すろのかミ思は
れて襯測に興野潜ひきましナこ・それで春
に宥に秋1［u署i；よくみえてそしてその反
野の時刻にに見難いものだピ思って居り
ます．
　馬堀よく見えます．會員諸君が成北に
旅行される折もあらば御注意下さい．晴
れナこ天空に，その相等な時刻に曇れlt”
なかなかよく見えて，印度洋あずこりでな
ければ（？）見られないやうな感じがする
でぜう・此の黄道光の中で金星が輝いて
居ナこり・もうその頃だε思ひつS西天低
く模索して居るt，思つ7こあ六りに；水星
ゐg見つけ出すろなご1工，恰も專門天文學
者が賎官なi直曝する時の心ag　S同じだら
うs，思ひま」ず』り
　何時だつ71か，金星が曉の明星で役な
勤めてみる頃，狼が鳴吹すろ山小屋に居
V（，凍つナこ樹氷カミ淡く映する時…1こ，此の
黄：道光准・なつかしく眺めナここEがありま
しナニ．大正十四年の晩秋でし7：？その頃
金星S水星ミ土星？Sが黄道光に俘ばれ
『（，美な競ふて屠るのな自分に，白い息、
為吐きながら見ナここSがあります・事三
田北でii［，空氣の加減が大に襯測な助け
て牛年（約五ケ月）に宵に牛刀（約五ケ月）
匡曉に肖れた見るこミが出來ます・
　その頃日の出（浸す）る所から黄道に浩
ふてその輪廓（t圓錐曲線々形成して内方
に向ふ三野が強くなって，時［こ｛／天の川
の射手座溌の様に輝く時もありまず．
　　　　　　　威鏡北道，淺野生
急告槻測の家宅を望み，事業
の漿煽ご，部員の新募集のため
今般，観測部費を毎月金50銭か
ら15銭に引き下げた．守れは
本年7月から實行ずる．此の機
會に，期測部の要領を摘記すれ
ば，
　襯測部員一本會會難中より申出7：も
　　のに限ろ・人数に綱限なし
　次ぎの6課［：分れてみろ・但し同一人
　　が種種の課の仕事なするも差支なし
　　α糠星課………課長は中村要氏
　　（2）彗星課………同
　　（3）照光星川……同
　　（4）太陽課・・……同　　山本一清氏
　　（5）黄道光課……同
　　㊨豫報課………同　　上田　穣氏
　部員にプレテン（英丈報）の無代配：布ゐP
　受け，又，實地観測上の指導か受け，
　又随時併行の印刷物為軽く．
目下，部員は約100名であるが
之れは是非もつご増したい．殊
に全國の我が會員中，大小の望
遠鏡なごを持ってるる人々は，
部員こなって大に槻測を櫛ん
で貰ひたい．
　豫報課の事業ごしで本年度
から「天文年鑑」を資行ずる測
定で，年初から準備中であった
が印刷所ごの交渉渉らす，最近
途に之れを中止するの止むを
なきに至ったのは遺憾である．
從って此の年鑑の初號は來年
度よりこして多分本年11月頃
に登そ予される筈．
